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聴覚障害児に対する文指導の試み

一「から」～「まで」を含む文の埋解のさせ方について」
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I・問　　題
概

　聴覚障害児教育において，彼らにどのようにLて言語

を獲得させるかという間題は・聾教育発祥以来の難間題

である。従来より言語指導法について様々た観点からの

主張や方法が試みられており，これらを単一の視点から

見ることは困難である。このことは，聴覚障害児教育に

おいては，単に言語だげの間題ではなく，思考や人格ま

で深く関連Lており，その間題の複雑さを示していると

いえる。

　石戸谷2）は聴覚障害者の言語習得の実態について，言

語による存在，関係，空間の認知と理解に困難があると

指摘L，自立語として意味のある内容語（名詞，動詞，

形容詞）は比較的容易に獲得するが，付属語を中心とす

る機能語（助詞，助動詞，接続詞，代名詞たど）の欠落

が顕著であると述べている。このために，構文の基礎が

定着せず，読解力に乏しぐ，表出においても構文の乱れ

が甚Lく，音声言語及び文字言語によるコミュニケ＾ツ

ヨソに困難をきたL，学習面での障害も顕著にたってい

ると述べている。さらに石戸谷ら3）は従来の聴覚障害児

教育の内容と方法では，機能語を含む言語学習に効果を

期待することはできないと考え，具体的た題材である算

数学習を通じて機能語を獲得させ，言語力を高める実践

を報告している。

　しかしたがら，　「聴覚障害児は読みにおいても学習が

不振である」という事実をふまえると5〕，文全体の概念

化を行たうことにより，言語学習を促進させた方がよい

とも考えられる。

　Nelson，K．4）は概念形成理論を，1）抽象化理論（ab－

stractior　theory），2）意味的特徴理論（semantic　fe・

atufe　theory），3）ピアジエ理論4）関係概念理論（re・

1atiOra1concept　theory）の4つに分けて述べている。

それによると，11）はBolt6n，N．が主張している理論

であり，それは特定の対象を幾つかの共通た対象の側面

から観察し，対象が分類されるとき，概念形成が行なわ

1

れるという理論である。2）は意味特徴に基づく構造モ

デルからひき出された単語の獲得についての説明であ

り，語いめ項目（単語）の意味は，秦質曲な基本的婁素

のセットで特殊化されるという理論である。この珪論は，

Bier舳sh，M．やClarkj　E．V。が主張している。3）

のピアジェ理論は，担い手，対象，原因，空問時問の認

知的カテゴリーは，環境と子どもとの交互作用により発

達するという理論であり，子どもの感覚運動シ土マは，

認知的体制化や認知的概念の行為の体制化の水準と類似

しているという理論である。4）の関係概念理論は，概

念の本質は実体よりも機能であるという理論である。

Ne1son，K．は1機能的核概念（functiOnal　core　con・

cept）という概念を提出し，次のようたプロセスを重視

Lている。すなわち，①個々の全体物の同定，②対象物

の重要な関係の同定及び統合化された認知的チキソクや

概念に対する機能的関係に基づいて個々のものを割り当

てること，③機能的な背景に基づいた概念に含まれる構

成物の顕著で安定した特徴に気づくことにより新しい概

念を同定すること，④そのようにして形成された概念に

名前をつけること，である。

　聴覚障害児は，その障害のために概念学習と言語学習

の両方に間題が生じていることはすでに指摘されている。

　Lたがって，概念形成とそのラ’ベリソグによる連合学

習がシソタヅクスの形成に有効であろうと考えられてい

る。

　また，読みの学習不振児がT．O．P．（TemPora1Order

Perception）において間題が生ずると指摘されている。1）

T．O．P．では，時間的た前後関係が調べられ，二つの前

後関係や「前」の事件（eVent）から「後」の事件まで

の時問的経過が重視される。さらにT．O．P．の間題は，

同時に，“SPacia1Order　Perception”にも間題がある

とも考えられる。

　したがって，聴覚障害児における「読みの障害」との

関連も考えながら，石戸谷らの指摘した「機能語の欠落」

を改善するためには，’自立語と機能を語含めた単語を含



HL（dB）
生年月目 CA 性 」IQ 行．動特徴 そ　　の　他

L 良

H．K． S43．　2．　6 ・・：・！女峨 88．7 …；注意散漫

Y．T． S42．10．23
・・：・1女1

90↓ …1

S．K． S42．　2．22
・・1・！女1・・

90↓ ・・！1議蒲瓢い 妹が難聴である

S．H． S43．　9．16 ・：・1男11腎
90↓

。。↓1
母親が難聴である

T．亘． S41．台．13 ・・：・「男！。1
90↓

。。↓1簿驚かくと行を
出生時，重症黄痘であった

T．X． S41．8．30
・i：・1男「。。

88．7
。α。1篶つきがなく乱暴で 姉が難聴である

(i~~) I Q}~~~f~EI~s~:;t,c ~: ~ . f*"f** L * ~~. WISC vc ~~ ;~. 

~)t,_-~:f,+'~L~~~) ~)~C~ J~~* c~) ~ ~ V :/ ~~c J~ ~~~A~~~~~!~~~T'= 

f~~~ ~*.-)~~~~/ )/~t ,y ~7 ~~f~~~~~c;~~~'"+'<<jJ~~;~) 5 ~~~~ ~)~~ 

i~). 

L~>Ut~:~~~); L~JL;Z~~~~~f,_-~ ~ t~:,~~~~E~~:~~~.^,**.Lf*-~f 

~~~rE:e~;~5~~ ~ f~:~~~L~V'f~~~' J~ ~ ~~~~~) ~ 

~~Jlq)~},~~i~~~;~L, ~c~~:~~t~:~~, ~~~!~!'*"~__~~~i~l 11~)vt~~ 

~~:-~~~~~i~~;~:L~C ~f~: ~ y'/'~~rf'TfJ:~', ~~~;~~A*~~~l~i 

~r'~f~~ ~ ~ ~ ~'~~cl)~l~~~c ~ic~) J~ ~ f~~.'~~""~~~*~~~.~~;~~- ~~~~ ~~ ~) ~>7~~~~ 

4~~c)~c~i:~~5p~lC~~~~, I~~~c~~~f,_- J~ 5 ~c~~~*,~~:-~:~/r~TL!e~ 

"Spatial Order Perception" Vc~*~~~:~~~~) ~) ~ ~~i~ ~Lf+.-,*. 1) 

~)~~ r~>~)J, r~1~~~J 7~A~~~)f*."~r~5~*~~~ ~~)~f~~~~'-'-'"--.~･~~. 

~, ~'~~~~}'*)7-~~?~~, I~l~~c~!~~f*-i~1;~~~f~~i~~j"'~'*n~lcO~~), Ii' 

7 ~;> * ~~-'"c-"I~fB~~~ f~J~{~~~~~~H"'~iu^J~c~* ~5 < )~i~~'-･'---*~- ~t~ ' ~fj~~ 

> 

II ~~i ~~ 
,(1) ~.~--'~'~~(=~~"-'+i~i~I 

~~~:~~~r~Vc~s~~~) ~~t~*=~tc~)~~~~~~~~, pre-test, ~[1,+f~. PO~t-

test ~~' ~~'.'~:~~'rf'~'Tf~:~1)~Lf,_-. pre test ~~~.~ ~C ~) 

~~~E*~~~E:V'~f~f7~:L~C~'~)~~~~1-'~~'-~~'-'~~ r~>~J r~~J ~~i 
= '*" 

A~i ~r~~c~)~~l~~~~~~ ~~ t~:~ ' ~ ~~~~f~: ~: ~~ ~) ~ c~)~*･;~~O~~Li L~*･-. 

,~~~~> ~ f~~~~ ~~~f~~;~~'rf'~~~rf~~ -jt. Post-test~~. Pre-test 

~~I~~f~:f~~~~:~t~~t~:~'~l[~~:~= -~ J~ ~･+'･~~<h;~;~;~*Y~lj=~ELf,_-. A~ ~~l 

,(7)- ~~,~~1C~c~. Pre-test ~ post-test cD~:,f~'~c~)~~~ r･--･<~~~~;J 

~ L~Ci~~:"*'f/FA~l~c~~~i Lf*.-. 

'(2) ~~,~~j~i~ 

~~~I<~~~}l~q)A~=-'~~1~*~~:~~/I~I.~:~~~) 19, ;~ ~ ~ -= )/;~~j~-

~~f*- pre-test ~cJ~_ ~, ~~~)~~~"~~*i--,I~~~*~'~i~f7f~L~~'7~)~~ 

~J~~q) r~･~)J r~l~~J ~~Al~~s~~cl)~!~~~~ ~~tt~~~ ~~;* 

t~:~:~~~*- *~ c~) 6 ~;~~;~* A~ D~Jo:)*'~~""-""~'JI[~~icD~~*~~~~ Lt+.-. ~'-.~<= I i'~;~~~ 

~~~~(Z)~~:~:~~f ""~'~'T~ L~C v ･ ;~ . 

(3) i~~~,)*+-"-'~-

~)pretest ~~~, (A)~~i~~~:~c~; ~)~~{~~;~ h (B)~ 

~i~;~~;~cJ;~~~~[~jJf~cO~~~i~~A*~;~ h, (C) clozed ~:Vc 

J~~)~CcD~~:fl~~7~ h, (D)~~~l~J~~~;Vc~;~~~~~lrFc~)~{! 

A*~7~ h~f~r'~/"!~-t,--. (A)q)~~I~j~~~:VcJ~ ~~!~f~~~7. h 

~ip~~. S~~~~~~ ~~~~~~~~;i ~c=~tU~C, r~>~-~~~J ~;~*AI~~/~; 

rf~L~:~CcDV~~~'~"' ~~~ ~ ~cl~:fi~::~~ ~ ~)~~i~~. ~~l~;~~~, 

~~;tr~zfJ> ~~~L~~ I~~~i'.._.~'~J~Z~t:i~~) C ~ ~~~:~:~~;~~~. (B) 

c~) rll~."~~~~~;~c J~ ~~C~~lyl/~~)~;A* ~;~ h ~~, ~I~~~.lEI*~c ~ 

~~~:~~:i~:f~: ~~~l~~~~+'~~~.~~ L~~･~~~L~fcD~~;~~= j ~) )/ h 

f**~C~frl~'.p~~l~~~;~:L, i~~~';~~~~ ;~.~~~>~~:~~~lC~~ ~~ ~~L 

'* 
~>~)=~~Li~:~~C'~,.~<~~~~~fg:~~:V'J ~~~;~:~:~Lf,_" ~), t;~~J=~~~~ 

clozed ~~VcJ~ ~l~Ccl)~~l~~~;~ h ~~~, r~>~)-~i~~J ~~.a:'A~~ 

/~ f**~~~cr)~'~C delet ~~; ~tf*- ~ coVc~)V'IC~~~~f5i~~~~:~~ 

~) ~cl)~:~~~~). f*-~~~~~ rf*-;~ ~ < /~~~~, I~-~t-~ O 

O~~-~ ~ I f*J cl)~~.A*, roOJ V~ r~~~J ~*-~'--･~)~~ 

'~ C ~ ~~,l,' ,~=,,^-.*,*.=*'~~c~~.~"-~ ~~~~. (D)c~'~i!*~~J~!;~~c ~~ ･~"~)~~ 

~~~f~･(~~!A*~7~ h ~~, r~*~-~~:J ~;2~:A~i/~,'*~"5C ~2~ 7 

~ y h Lf*-~cD~f~1~~~~~i}fJ~t~~~~~~A}*~'+･tL~C~~~ ~~~~~i~f-+* ,* ~ *'~ , . ,* + 
~~)~~)r･J~~~-"･~f~~f'f-･4~-~~. ･'~L~, ;~cc~'{~~?c clozed ~~ 

~~Vc J( - ~~~:cl)~~:~~~'~_'.'-'~"-'-'-+7~) ~ c~)~~d+~) ~ . 

.,c. (A) t~~~cD~r~.'*~~);~~~:~ip~~, ~~Tcl))j~~~ff~?t~: + 

~~~, ~~~~=r~~~~~~~~f~rf~~.~ ~ ~) ~'*=~l(~)~~f~""~~)~~~~zr 

~ 2 ~ 



曾⑳じ←①！ ．双‘ p＋二＝㍗L千．P∪肌IL閉∵洲

五・ド薫板か触でいき左さい

B 自動車から電車まで線をひきなさい

C
I　かみLぼいは，ごご7時○Oつづきまじた　　　　　　　　　　　　　　　　　一

D 「りんとからみかんまで線をひ去壬す

表2　pre・postとpost・testの例

　　　　　　図1pre・posttestBの例
　　　　　　　　　　ただ　　　　ぷん
○にひらがたをいれて正しい文にしなさい。

1．たろうくんはすべりだいOOすべりました。
　　　　　　　　　　く
2．かみしぱいはごご9じO○つづきました。

3．あっいなっがおわってO○がもうきました。

4．ねこがいえのなかOOでてきました。

5．でんきがぱっとつきま○た。

6．おとうとは久んごのはいったはこをここからいえ
　　○○はこんだ。

7．ぽくはきのういつもよりはやくがっこうにいき○O
　　た。

8一あす○○まってください。

9．ふでいれOOえんぴつをだしました。

ユO．きりん○くびのながいどうぶつです。

ユ1．おかあさんはふくろのなか○Oおかしをだしてたべ
　　た。

ユ2．はなこさんはぶらんこOOおりました。
　　　　　　　　ろく
13．えいがはごご6じ○Oつづきました。

ユ4．えさをまいたらちいさなさかなOOおおきなさかな
　　○○あっまってきた。

15．おねえさんはなしのはいったかごをはこびOした。

　　　　　　図2　Pre・POst　test　Cの例

　やぶ　やよ　やの　やり　やク1
じ　ど　　じ　う　　じ　こ
る　う　　る　ふ　　る　ぎ
し　か　　し　く　　し　り

をら　をか　をか
ひか’ひら　ひら
きぽ　きず　きか
な　ち　　な　ほ　　な　な
さ　や’　さ　ん　　さ　づ

いま　いま　いち。　で　　　。　で　　　。　ま

　　　　　　　　　　　で

表3　訓練Iの具体例

じ　ん　　じ　レれ
る　ご　　る　ヨよ
し　か　　　し　ソん

を　ら　　を　か
ひ　す　　ひ　ら
き　い　　き　え
な　か　　な　ん
さ　ま　　さ　ぴ
い　　で　　　い　つ

。　　　　。　ま

　　　　　　　で

曾のじ←①／

⑳

イスから黒板までいきた．さい

戸からカーテソまでいきなさい

窓からごみ箱までいきたさい

泰4　訓練Iの具体例

　　　　　　図3　pre－PosttestDの例

机などを選んで「から～まで」を含む文を作成した。

（B）は，単語及び図形，数字などの刺激の熟知度の高い

と思われるものを選び「から～まで」を含む丈を作成し

た。（C）は，小学校1年生から小学校3年生までの教科

犬からぼうLまで線をひきたさい
グローブからジーソーまで線をひきなさい

せんぶうきからブラソコまで線をひきなさい

書より「から～まで」を含む文を畢び間輝を作成した。

（D）は，（官）と同様た基準で作成しも一表2友び図1，

図・2，図3は，pre・testとpost二testの具体例である。

　なお，post・testはpre－testと間題の困難度がほぼ同

程度なものを（A）から（D）について行なった。

　②訓練の概要は以下に示すとおりである。’本研究は，1

感覚運動的レベルなら㍗に表象レベルにおいて，助詞g

「から」　「まで」を含む文の概念ヲ彦成を行なうことによ

りsyntaxの形成をはかろうとLたために・，以下のステ

ップが計画された。

　（A）訓練I一運動シェマによる概念形成

　訓練Iは運動シェマにより概念形成をはかるものであ

る。たとえぼ，実験者が「窓から机までいきなさい」と

教示L，被験者を動作化させ，被験老の動作と文との連

合をはかるものである。文は視覚的に・も提示した。表3

は訓練Iの具体例の一部である。

　（B）訓練n一表象シェマによる概念形成（I）

　訓練皿は，表象ツェマによる概念形成をはかるもので

ある。実験者は動物，図形，数字などがかかれた絵に対

して「電車から自動車まで線をひきなさい」と被験者に

教示L，被験老に線をひかせ，それにより，その動作と

文の連合をはかるものである。表4及び図4，図5は訓

練πの具体例の一部である。

　（C）訓練皿一表象シェマによる概念形成（n）

　訓練皿も表象シェマにより概念形成をはかるものであ

るが，訓練nとは異なっている。たとえぱ，実験者は

・「はなこさんは，すなぼから，きょうしつまでいきまし

3
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内容について，文の主語をマグネットにLたものを，文

の内容どおりに動作化させることが要求される。そのの

ちに実験者は，　「はなこさんは1すなぱ○○きょうLつ

○○いきまLた」という文を被験者に呈示し，被験者は

た」という文を被験者に視覚的に呈示L’それを被験者

に暗記させる。そして，その呈示された文が除かれてか

ら，その文の状況，すなわち，砂場や教室その他がえが

かれた絵が呈示される。被験者は，先に提示された文の

－4一



dO鵬d法により文の理解が計られる。

　表5と図6及び表6と図7は訓練皿の具体例の→部で

ある。

　⑧今回は，1人の被験老が2名の被験老を担当し，

訓練を行たった。訓練時問はユセッション30分とした。

訓練場所は教室を利用した。

皿　訓練の経過と結。果

　今回は我々が意図Lたところを極めて模索的に行なっ

たものであり，訓練時問，対象児の程度など，今後検討

すべき課題は多く残していると思われるが，各事例ごと

にpre・testξpost巾stの成績の差，訓練の経過を中

心に述べることにする。

　①泰例　H・K
　訓練Iはほとんどできたかった。たとえば「黒板から

イスまであるきなさい」という問題の場合，黒板のとこ

ろヘイスをもっていく反応がみられた。

　訓練皿は，90％できた。’

　訓練皿の第1回目の時，4間しか行なうことができな

かったがすべて正解であった。

　訓練皿の第2回目においては，17間行たったがすぺて

正解であった。「から」「まで」以外の単語も正Lく反応

できたρ

　訓練全体の態度は活発であった。ラポールは容易につ

き，教示回数も1～2回で充分であった。課題への注意

はふつうであったが実験者の顔をよくみた。

　耳’lKのpre・tβstとpqst－testの結果が表7に示さ

れている。語剰‡約50％である。pre・testにおいて，

Aの課題は全くできなかった。このことは，おそらく，

被験者自身が非常に活発で，実験者の指示を全部，読話

Lないうちに，自分の予想で反応したためと思われる。

又，c1ozed法は，20％であったがDの間題はユ00％であ

った。したがって，かなり，丈字言語は獲得Lていると

いえよう。post・testであるが，各々，成績が上昇して

表7　H．K．の結果

＼ pre・teSt POst－test 効果

語
彙 23／50（46％）

、 ＾
A o／5　（o％） 5／5（100％） 十

B 2／5　（40％） 3／5　（60％） 十

C 4／10（2③％） 6／10（60％） 十

D 5／5（100％） 5／5（100％）

中
1一

いる。従って，効果は十となっている。特にAの間題で

は畔e・testではO％であったのがPq§t・testでは100

％とたっている。これはおそらく，すで恒述べたように，∫

本児が実験考の指示を充分理解できていなかった二とに

もよるものであろう。

　②専例　Y・丁

　訓練Iでは，ほとんξできなかった。

　訓練皿では．文とLて理解するのでは恋く知っている

ことばのみ自分で独自につなぎあわせて，線を引く傾向

がみられた。

　訓練皿の第1回目は4間実施したがすべて正解であっ

た。

　訓練皿の第2回目は13問実施したが，全部正解であっ

た。「から」「まで」以外についても正しく挿入できた。

　しかLながら，訓練皿では，単たる機械的なあてはめ

が多いように思われた。

　全体的な態度であるが，他の子供の様子を気にしなが

ら，さしずされた行動をすることが多い。本当に理解し

ているのか，不充分ながらも自分の億測による反応たの

かあいまいである。又，同口形異音の場合，読話を間違

える場合が多かった。教示はくりかえし行なえぼ伝わる

ようであり，いつもキ鼻ロキョ1コしている。

　pre・testとpost・testの緒果が表8に示されている。

post－testにおいては，AとCが0％であった。すなわち，、

口頭教示による動作テストとc1ozed法による丈の理解

テストは困難であることが示された。しかし，poSt・test

では，B，Pとともに100劣の正答率であった。Lたがっ

て，効果はA，B，Cにみられた。

　　　　　　　　表8　Y，T．の結果

pre-te, ~t p0~t*te. , s. t =*:~t I~'~)J ~~ 

~
~
 
r
,
~
:
,
 
~
~
L
 
~
~
 

35/50 (70%) 

A 0/5 ( O%) 3/5 (60%) + 
B
 3/5 (60%) 5/5 (100~~) + 
c
 

0/10 ( Q%) 4/lO, (4Q%) + 
D
 

5/5 (10. O%) 4/4 (100%) 

　③　事例　S・K

　pre・testでは，A，Bともにわからないといって頭を

振ることが多かった。訓練のステップが進むにつれてま

ちがいは少たくなった。post・testでは今まで経験Lた

ζとがたいような文での誤りが多かった。
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表9　S．K．の結果

＼ pre－test post－test 効果

語
彙 35／50（70％）

一 一
A o／5　（o％） 1／5　（20％） 十

B o／5　（o％） 0／5　（o％）
一

C 5／10（50％） 6／10（60％） 十

D 3／5　（60％） 5／5（100％） 十

1一

1一

　④　事例　S・H

　本児の場合，訓練においてはpre・testよりも訓練者

の顔をよくみるようになったが，訓練者の話を理解する

のは困難たようである。たとえば，Pre・testのA，B

場合の反応例を示そう。

　　　　　　　　　　嚢　10

　このように，練訓の段階においてもpre・testと同じ

ように誤反応が多い。Lかしながら，訓練皿では，まち

がいはみられなかった。

　pre・testとpost・testの成績の差を表13に示す。post－

testはpre－testよりもわずかながら成績を上回ってお

り一応効果は認められる。

　　　　　　　表13　S．耳．g結果

pre-test post~test 
J+;f~f ~~l ~~~u ~~ 

~
~
 
M
l
;
t
 
~
~
 
"
~
l
~
~
e
 

25/50 (50%) 

A 0/5 ( O%) l/5 (20%) +
 

B
 

2/15 ( O%) 1/5 (20%) + 
C
 0/5 ( O%) 7/10 ( O%) J-

D 5/5 (100~) 5/5 (100%) 

1
．

2．

3
．

4
．

5
．

　＜間題A＞

　　　黒板→机

　　　　窓→戸

　　　先生→机

本のある所→窓

　ごみぱこ→黒板

　　　　　反　　応

1回目，2回目ともわから
ないのか行動に移せない（一）

わからない　　　　　　（i）

「窓は？」と尋ねると窓
　を指さす　　　　　（一）

「本のあるところは？」
　と尋ねると本を指さす（一）

わからない　　　　　　（一）

泰　11

1
．

2．

3．

4
．

5．

　＜間題B＞

　なす→ぽうし

　　○→おまわり。さん

とんぼ→たべ

　はた→△

　くも→ながぐつ

　　　反　応
　　　　（一）

　　○→まないた

とんぼ→はっぱ

　はた→なべ

　くも→△

（一）

（一）

（一）

（一）

　⑤事例　丁・H

　Pre－test及び訓練Iの段階では落ち着きがなく，視線

が定まらなかったが，訓練皿皿ではかたり落ち着いて課

題にとりくんだ。文字による教示は理解Lているが，口

頭による教示は理解しにくい様子であった。

　　　　　　　剥4　T．K．の結果

＼ pre・test post－test 効果

語
彙 29／50（58％）

］ ’
A 1／5　（20％） 3／5　（60％） 十

B o／5　（o％） 5／5（100％） 十

’C o／1o（o％） 1／15（7％） 十

D 515（ユOo％） 4／5　（80％） 一

又，訓練皿の反応例を示そう。

　　　　　　　　　表12．

1
．

2．

3．

4．

5．

6．

7．

8．

9．

10．

　　間　題

　くれよん→かなづち

　　りんご→ずぼん

　　ぶどう→えんぴつ

　ひこうき→ぐろ一ぶ

　L一そ一→ふね

せんぷうき→ぽうし

　　　　4→○
　　　　□→ぱたな

　　　　△→8

　ひこうき→6

　　　　反　応

　くれよん→えんぴつ（一）

　　りんご→かぶ　　（一）

　のこぎり→かなづち（一）

　ひこうき→ふね　　（一）

　　　いぬ→でんしゃ（一）

　L一そ一→ぐろ㌃ぶ（丁）

ちょうちょ→○　　（一）

　　　　□→口　　　（一）

　　　　4→かめ　　（i）

　ひこうき→8　　　（一）

　⑥事例　丁・Y

　乱暴な面が多くみられ，訓練も中断する時があった。

訓練皿では，「から」「まで」以外の間題に対Lても正し

く反応することができた。

　　　　　　　表1竈丁．Y．の結果

＼ 附協・1・・舳・ 効果

語
彙

・・／・・（…）、1　一

一
A ■・／・（…）’1・／・（…） 十

B ・・／ξI（…）1・／・（・…）
十

C ∵・／1・（…）．1・／・・（…）
十

D ・／・（…）：1・／・（…）1 十
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　以上の事例にみられるように「効果」は一応認められ

るといえよう。しかレながら，訓練のどのステッブがど．

う影響を与えたのかは検討できない。少なくとも，本研

究で行なった文全体の概念化をはかり，動作と文の連合

をはかるよたう訓練は有効であるといえよう。事例によ

っては，pre－test，訓練Iにおいて実験者とポ∴ルはつ

いていても，読話が困難なために成績が劣っていた場倉

もあった。しかし，訓練を重ねるにつれて，成績も上昇

している。訓練皿では，この種の方法に被験者が興味を

おぽえたのカ㍉マグネットで文の内容を動作化させるこ

とを積極的に行たい，文と動作を連合させたのちにCIO・

zed法の間題を行たわせたら，すべての事例においてほ

ぽ100％の成績を示した。全般的には各事例とも十が多

く，一応，訓練の効果はあったとみなされるであろう。

正V　考　　察

　本研究は，ある程度，語彙を所有しているがSyntaX

形成に困難をもつ聴覚障害児に対して運動ツェマ及び表

象ツェマによる概念形成を行なうことにより，文の理解

を促進させることを意図Lて文の指導を行なった。

　post・testとpre・testの差を「訓練効果」と操作的に

定義した場合，すでに述べた結果を検討してみると，一

応の効果は認められたといえよう。従って，SyntaX形

成において，概念形成をさせることにより，彼らの言語

使用の経験が広まり，成績が上がったといえよう。

　今回採用Lた手続きは，概念形成理論のなかでも，ピ

ァジエ理論，関係概念理論の二者に近い方法である。ピ

ァジェは均衡説をふまえながら子どもの知的発達を段階

に分けている。それによれぱ，生活年齢が7，8歳～11，

12歳の児童は，おおむね具体的操作期に相当する。本研

究の被験者は生活年齢からみれぱこの時期に相当する。

ピァジェによれぱ，具体的操作期の子どもは，具体的な

目の前にある事物に対Lては論理的に操作することがで

きるが，言語だけによる抽象的な思考はなかなかできた

いとのべている。従って，子どもに何かを教える時には，

言語だけで説明Lても理解が困難であるとLている。ピ

アジェは，言語は論理操作の形成にとって必要条件では

あるが十分条件ではないと考えており，思考を特徴づげ

ている構造は言語よりもいっそう深いところにある活動

と感覚運動的メカニズムの中にその根拠を求めている。

一方，言語たLに経験を抽象し概念的体系を作ることは

不可能だし杜会的調整もできたいとしている。このよう

にピアジェは，言語と思考はたえず相互作用を行たいな

がい互いに依存Lあうとのべている。本研究の訓練五と

7

皿は，ξれらの考えに準拠しているといえよ㌔

一すなわち具体物や半具体御を用いてガある種の命題を

行為として行なわせた。

　一方，レオソチェフ，ガルペリソら7）は，　「知的行為

と概念」を形成させるには，以下のような5つの段階を

計画的に教授することが最適の方法であると述べている。

すなわち，

　1．行為の定位的基礎を構成する段階（準備の段階）・

　ここでは，子供の前にはじめから，これから学習する

ものの見本がわかりやすく提示される。

　2．行為が物質的に遂行される段階（外的行為の段階）

　ここでは，子供は道具を使い，実際に行為をして課題

をやってみる。そうすることによって子供は知的行為を

まず物的行為によって形成する。

　3．外言によって音声化する段階（外言の段階）

　ここでは，子供はすべての教示や間題解決の過程をこ

とぼ（外言）によって説明する必要がある。

　4．　自分に向けられた外言一つぶやき一の形式で行為

が形成される段階（内言への移行段階）

　ここで，行為ははじめて知的行為となる。そして，そ

れによって行為の圧縮が内言への移行の道へ開かれる。

　5．行為が短絡化され，内言の形式が獲得される段階

（内言の段階）

　この最終の段階で，知的行為は真の概念として子供の

頭の中に定着する。

　このようにレオソチェフらは，5つの段階を想定した

がら，行動から思考へという教授計画を考えている。

　しかしたがら，言語の訓練に関して，ピアジェとレォ

ソチェフの見解とは対照的であるが，知的行為を真の概

念とLて子供の頭の中に定着させるために「行為」とい

う操作を用いているのは共通している。聴覚障害児に正

しい言語表出と言語行為を頭の中に定着させるには，こ

のように「行為」をとおすことが特に重要であると考え

られる。そうLた意味において本研究のプログラムは，

かなり妥当なものといえよう。

　一方，従来より聴覚障害児教育においてはアクショソ

ワークとか動作法の指導がたされている5）。アクツヨソ

ワークの指導は教師が子供にことばで教示をL，子供は

その通りに動作をし，その動作について動作を行たった

子供自身やそれをみていた他の子供たちが，どうLたの

かをことぱで表現したり，或いは黒板や紙に文字で書い

たりするような活動形態である。又，動作法の指導は，

教師や両親が「あるきなさい」　「すわりましょう」など

ことぱで子供に動作や行動をするように指示や命令を下



し，その通りに反応できるようにするものである。その

目的とするところは，反射的，自動的な言語力，ストレ

ートた言語受容力の養成を計ることである。これは，カ

ークらが自動配列水準と呼んでいるところのものである。

こうした点からみれぱ，訓練プログラムIも従来の指導

・方法の内容と共通するところがあろう。

　又，今回の指導においては，wOrd　methOdではなく

s帥tence卿ethodを用いて，文全体の概念化をはかる

ことによりsyntax形成を意図Lた。聴覚障害児に対し

て，文は1つの意味内容を示す意味単位であることを認

識さ章るには，本研究のようにs帥t帥cβmethodが有

効であることを本研究の結果は示レている。

　Lかレながら，本研究においては，対象児の選択，訓

練期間についての検討は残された課題といえよラg少な

くとも，今回，我表が用いた方法が，どの程度発達した

レベルの子脚こ題用でき，かつ，訓練をどのくらい要す

るかは今後の課題とい束ようg又，こうした体験が彼ら

の言語使用への般化となるかどうかについても検討を要

すると思われる。更にここでとりあげた方法はSyntaX

形成の1つの方法論であると思われるが読話力の要困も

考慮に。入れておくことも必要なように思われる。
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Sulnlnary 

An Experimental Study of Sentence Comprehension by 

Hearing Impaired Children 

Akira Okada, Shigeyuki Tsuzuki, Yasuto 

Itabashi, & Michiyo Nonaka 

The purpose of present study was to investigate the effect of the concept formation upon 

the sentence comprehension. In this study the concept formation was made for hearing impai-

red children in both sensory motor level and representational level. 

Experimenters used the sentences involved the phrase "from-to" which was often seen in 

the basal readers. We put special stress upon the associative learning between the concept for-

mation and sentences presented. 

In the experiment, pre-test, training, and post-test were given. A11 subjects were hearing 

impaired children attending the school for the deaf whose chronological age ranged nine to 

eleven years old. They possessed vocabularies to certain extent. But they could not understand 

sentences involved complex syntax. 

Pre-and-post tests consisted of 

( I ) motor tests by oral instruction. 

( 2 ) association tests between sentences and motions by oral instruction. 

( 3 ) comprehension tests by clozd method. 

( 4 ) association tests between sentences and motions by visual presentation. 

Training was chiefly about concept formation in automatic and representational level. Pre-

and-post tests were equivalent in their difiiculties. 

Improvement by training was obtained in every subjects except one. 
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